
















































療)， を加えた 5つの事業に編成した〔図〕。すでに，自立支援医療は 2006年4月l日から，








































































































































































































保する必要はない」 とされている。 これには， 2日しか算定されない日中活動と兼務せざる
を得ない夜間支援については，空白の士・日曜日や利用者が入院した場合の支援など，認めら
れていない支援部分の報酬評価はどうするのか，また認められたとしても報酬単価が低いと








































































































































体を洗うJI全身を流す」 といった一つひとつの行為 ・生活動作が 「できる/できなしリを見






のである 〔調査シート 2) 0
「洗身」と同様に 「歩行」に関しても，障害程度区分認定では 「自分で歩けるのかJI支えが













































































































































































国が2002年12月に閣議決定した 「障害者基本計画」は， I施設サービスの再構築」の 「施
設等から地域生活への移行の推進」として 「入所者の地域生活への移行の促進」をあげ，入所
施設整備方針で 「入所施設は，地域の実情をふまえて，真に必要なものに限定する」と今後の























































(1)伊藤は， 貧困の拡大と生活問題が激化するなかで， 増加する孤独死 ・餓死， 介護疲れによる無理
心中なと、構造改革の名のもとに進行する社会保障の市場化の現状を検証し，その対抗軸として基
本理念としての生存権を基とし， あらためて社会保障とは何かを問うている (伊藤周平『権利 ・
市場 ・社会保障 生存権の危機から再構築へ』青木書庖， 2007年)。
( 2 )横山寿一「コムスン問題の本質と課題」総合社会福祉研究所『福祉のひろばJ10月号， 2007年
( 3 )茂木俊彦 ・近藤直子 ・白石正久 ・中村尚子 ・池添素『障害者自立支援法と子どもの療育』全国障
害者問題研究会出版部， 2005年
(4 )里見賢治「介護保険はフロントランナーか? 未完の介護保険J~社会福祉研究J 92号， 7 
頁，財団法人鉄道弘済会， 2005年
( 5 )この点については，植田章「障害程度区分認定マニュアルの検証 「障害者自立支援法」は福
祉実践をどこに導くのかJ~悌教大学社会福祉学部論集』第 3 号， 2007年を参照のこと。
( 6 )これまでの障害者福祉実践のなかで大切にしてきた個別支援と集団実践に着目した生活アセスメ












( 9 )福祉労働研究会 『福祉労働の専門性と現実一一児童 ・障害 ・高齢施設における業務実態調査第一
次報告書』総合社会福祉研究所.2005年
(10)障害者自立支援法と障害者福祉労働の専門性について論じたものには，中内福成 ・植田章 ・田中
















きょうされん障害者自立支援法対策本部編 rKSブyクレ y 卜NO.8 “障害者自立支援法"緊急ブック
レットシリーズ③それでもしたたかに 障害者自立支援法と小規模作業所』きょうされん，
2006年
障害者福祉研究会監修『障害者自立支援法障害程度区分認定ハンドブック (改訂版)J 中央法規出版，
2007年
『制度学習用ブックレットシリーズ・ 「障害者自立支援法とはJ(改訂3版)J(福)東京都社会福祉協議
会.2007年
峰島厚『障害者自立支援法と実践の創造 障害者のねがいを実現する新提案』全国障害者問題研究
会出版部.2007年
荒川智・越野和之 ・全障研研究推進委員会編『障害者の人権と発達』全国障害者問題研究会出版部，
2007年
白石恵理子『青年 ・成人期の発達保障2 しなやかにしたたかに仲間と社会に向き合って』全国障害者
問題研究会出版部.2007年
〔付記〕
本研究は.2007年度例教大学特別研究助成を得て進めたものである。また，調査の実施に対してご協力
いただいた利用者ならび、に施設職員に記して感謝の意を申し上げたい。
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